
青谷海岸周辺（長和瀬漁港～夏泊漁港）の 

漂砂実態および陸上養浜 
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平成２９年１０月３０日 

鳥取県 鳥取県土整備事務所 

 平成２７・２８年度実施のトレーサー調査および深浅・汀線測量等
の結果による考察 

 井手ヶ浜地区の浜崖下部への陸上養浜（応急的な侵食対策） 



 平成２６年１２月１６～１８日の冬季風浪により，大規模な海岸侵食（浜崖）が発生した． 

（１）青谷海岸（井手ヶ浜地区）の現状 

※延長４００ｍ，最大高さ７ｍ程度 
※有義波高４ｍ程度以上が５０時間程度継続（最高波高１０．２５ｍを観測） 

浜崖が発生 

【海岸状況】 

■平成２０年頃から汀線が後退傾向（特に東
側が顕著） 

■平成２４年頃から浜崖が進行し，平成２６年
冬の浜崖発達により，砂浜へのアクセスや景
観が阻害 

■東側のやせた浜は，砂鉄の堆積が見られ，
「鳴き砂」範囲の減少を懸念 

■浜崖については，飛砂等によりいくらか回復
傾向 

平成２０年１０月１６日撮影 平成２５年９月２０日撮影 
井手ケ浜 

青谷 
青谷 

井手ケ浜 

平成２７年４月撮影 

最大７ｍ程度 
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平成２７年１０月撮影 
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（２）井手ヶ浜における海上投入位置および海上投入量 
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（３）長期（約１０年間）における砂の移動状況 

（Google 平成26年10月30日撮影） 

（国土地理院 平成17年4月19日撮影） 
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平成16年10月と平成28年9月を比較

平成１７年（２００５年）の状況写真 

平成２６年（２０１４年）の状況写真 

 平成２４年度以降，長和瀬漁港と夏泊漁港の浚渫土砂量が逆転している．これは,長和瀬漁港において平成
２４・２５年頃に沖防波堤と陸側を結ぶ工事が行われたことにより，漁港内に砂がたまりやすくなったと考えられ
る． 

 平成１６年１０月と平成２８年９月の比較では井手ヶ浜の侵食が著しい． 

平成28年9月

平成16年10月

侵　　食

堆　　積

侵食が著しい箇所 

〈H16⇒H28の比較〉 
①汀線の後退が顕著 
②水深5m程度以浅で侵 
  食が卓越 
③井手ヶ浜は侵食傾向 



 本調査の目的は，トレーサー（カラーサンド）による漂砂移動調査を実施し，井手ヶ浜の海岸侵食原
因を解明するもので，平成２７年度および平成２８年度の２回実施した． 

 平成２７年度調査は，井手ヶ浜の砂が明神岬および丸山岬を越え井手ヶ浜海域外に流出している
可能性が考えられたため，主に井手ヶ浜海域の砂の移動状況を把握する事を目的に実施した． 

 平成２７年度調査より，井手ヶ浜の砂が明神岬および丸山岬を越えて流出していることが確認され
た．このため，平成２８年度調査は，長和瀬・夏泊の両漁港に堆積する砂と井手ヶ浜から流出して
いる砂との関連について調査することを目的に実施した． 

 

 

【平成２７年度調査内容】 
トレーサー投入地点    ：１地点   
トレーサー投入量       ：１．０ｍ3 （約１２００㎏） 
トレーサー投入日       ：平成２８年１月１１日 
トレーサー採取回数    ：３回 
トレーサー採取地点数：１回目（平成２８年１月１７日投入６日後）３８地点 
                 ２回目（平成２８年２月 ５日投入２５日後）４９地点 
                 ３回目（平成２８年２月１２日投入３２日後）４９地点 

 
【平成２８年度調査内容】 
トレーサー投入地点   ：２地点  明神岬沖が         丸山岬沖が     
トレーサー投入量      ：１地点あたり１．０ｍ3（約１２００㎏）  
トレーサー投入日      ：平成２８年１１月１３日 
トレーサー採取回数   ：４回 
トレーサー採取地点数：１回目（平成２８年１１月１９日 投入６日後）６２地点  
                 ２回目（平成２８年１１月２７日 投入１４日後）６２地点  
                 ３回目（平成２８年１２月２１日 投入３８日後）６２地点 
                 ４回目（平成２８年 ２月１６日 投入９５日後） ９地点 
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平成２７年度     
調査範囲 

平成２８年度調査範囲 
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（４）調査の目的・内容 
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・・平成27年度調査 

  井手ヶ浜海域外 

  の採取地点 

青谷海岸 

井手ヶ浜 

Google 平成26年10月30日撮影 



（５）トレーサー（カラーサンド）による漂砂移動調査の実施方法 
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図 

 投入箇所の位置出し（西側岬）    水深確認（西側岬）水深=3.5ｍ 

 

 

 

 

 

   

 トレーサー投入状況（西側岬） トレーサー投入状況（西側岬） 

 

 

 

 

 

 

トレーサー投入状況（西側岬）       投入箇所の位置出し（東側岬） 

 

 

 

 

 

 

   水深確認（東側岬）水深=3.2ｍ 

 

トレーサー投入作業（東側岬） 

 

 

 

 

 

トレーサー投入状況（東側岬） 

 

 

 

 

 

 

     トレーサー投入状況（東側岬） 
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.   

海上採取状況 

 

 

 

 

 

 

 

 ＧＮＳＳアンテナと採取位置のずれは誘導ソフト 

内補正済み 

海上採取状況 

 

 

 

 

 

 

 

海上採取状況 海上採取状況 

 

 

 

 

 

 

 

海上採取状況 海上採取状況 

 

 

 

 

 

 

 

陸上採取状況  陸上採取状況 

 

 

 

 

 

 

 

投入状況 採取状況 



（６）平成２７年度調査 結果の考察 

7 

 投入直後にトレーサーが投入位置に近い前浜で確認されたこと，また，投入後波の状態
が比較的穏やかであったことから，波の静穏時には砂は岸向きに移動すると考えられる． 

 その後，トレーサーが沖合の多くの地点で確認されたことから，冬季風浪の影響により沖
向きに拡散したと考えられる． 

 トレーサーが明神岬および丸山岬を越えた近傍の砂浜で確認されたことから，砂が沿岸
方向に移動していると考えられる． 

 以上より，井手ヶ浜の砂は，汀線に近い海域では岸沖方向に移動し，沖では沿岸方向
に移動していることが推定される． 
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3回目採取で  
3粒確認 
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3回目採取で  
各1粒確認 

2回目採取で  
1粒確認 

井手ヶ浜 

青谷海岸 

（Google 平成26年10月30日撮影） 



（７）平成２８年度調査 結果の考察 
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 トレーサーが井手ヶ浜の砂浜ではほとんど確認されず，両漁港付近で確認されたことから，両岬先端付近の海域
は沿岸方向の砂に移動が主であると考えられる． 

 調査範囲の西側の長和瀬漁港から東側の夏泊漁港の海域でトレーサーが確認されたことから，この海域は１つの
ポケットビーチ内であると考えられる． 
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④10粒・2粒 

④2粒 

④2粒 

②1粒 

  

 しかし，漁港付近で確認されたトレーサーの粒数が少ないため，井手ヶ浜から流出している砂と，両漁港の堆積問
題の関連を実証できる結果であるか懸念された． 

 そこで，学識経験者である鳥取大学の黒岩教授に意見を伺ったところ，『トレーサーの上に砂がかぶることによって
確認粒数が少量となっていると考えられる．よって，両漁港でトレーサーが確認されたことは，井手ヶ浜から流出し
ている砂と両漁港の堆積問題が関連している根拠の一つと言える．』という見解を得た． 

              凡  例（投入位置） 

・・・明神岬沖 ・・・丸山岬沖 

青谷海岸 

井手ヶ浜 

（Google 平成26年10月30日撮影） 



（８）平成２８年３月～平成２９年３月 堆積・侵食比較および土砂収支 

  

 

              

 上図は，平成２８年３月から平成２８年９
月の間（静穏時）の移動量を算出した
結果である．静穏時では，全体量が約
６０万㎥移動しており，堆積量は約３３
万㎥，侵食量は約３２万㎥であり概ね
同量であった．両岬中央部の堆積・侵
食量を比較すると侵食量が約１万㎥
多い結果であった． 

 井手ヶ浜の海浜変形は，沖側で侵食
箇所の分布が多く，岸に近い海域では
堆積箇所の分布が多いことが確認で
き岸側への砂の動きが主と考えられる． 

 下図は，平成２８年９月から平成２９年３
月の間（高波浪時）の移動量を算出し
た結果である．高波浪時では全体量
が約１００万㎥移動しており，堆積量は
約５０万㎥，侵食量は約４６万㎥であり
概ね同量であった．両岬中央部の堆
積・侵食量を比較すると堆積量が約１
万㎥多い結果であった． 

 井手ヶ浜中央の岸側で等深線が舌状
（砂の抜け道）となっており，この箇所
から沖側（岸沖方向）へ砂が移動（流
出）したと考えられる． 

 両漁港の沖防波堤を結ぶ線上に砂が
堆積していることが確認できる． 
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平成28年9月と平成29年3月を比較

平成28年3月と平成28年9月を比較 平成28年9月

平成28年3月

侵　　食

堆　　積

平成29年3月

平成28年9月

侵　　食

堆　　積

浚渫土砂海上投入土砂量

平成27年度

長和瀬漁港→6,180ｍ
夏泊漁港　→  760ｍ

平成28年度

長和瀬漁港→1,940ｍ
夏泊漁港　→  490ｍ

3

3

3

3

※　明神岬および丸山岬先端付近に表記している岩礁範囲は
平成27年9月観測～平成29年3月観測の中で最も岸よりで
あった平成27年9月の観測結果を基に表記

※　明神岬および丸山岬先端付近に表記している岩礁範囲は
平成27年9月観測～平成29年3月観測の中で最も岸よりで
あった平成27年9月の観測結果を基に表記

堆積量：28,173ｍ

侵食量：13,605ｍ

3

3

明神岬先端付近の堆積・侵食量Ｆ:

堆積量：36,544ｍ

侵食量：24,284ｍ

3

3

丸山岬先端付近の堆積・侵食量Ｇ:

堆積量： 5,747ｍ

侵食量：17,791ｍ

3

3

明神岬先端付近の堆積・侵食量Ｆ:

堆積量： 9,713ｍ

侵食量：21,118ｍ

3

3

丸山岬先端付近の堆積・侵食量Ｇ:

静穏時

高波浪時



（９）井手ヶ浜における海浜の砂の移動状況 
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横断位置図

平成28年3月と平成28年9月比較 平成28年9月

平成28年3月

侵　　食

堆　　積

平成28年9月と平成29年3月比較 平成29年3月

侵　　食

堆　　積

平成28年9月

 高波浪時と静穏時の岸沖方向の砂の移動は「岸
沖漂砂による海浜変形の例」のとおり，岸沖方向
に砂は移動する．測量結果において井手ヶ浜の
岸沖方向の海浜変形も，下図と同じく静穏時に
は岸向きに砂が移動し，高波浪時には沖向きへ
砂が移動していることが確認できる． 

 静穏時は堆積・侵食量が概ね同量となっている
のに対し，高波浪時では岸側で侵食量が多く海
岸部まで侵食がおよんでいることが確認できる
（浜崖の進行）． 

 

ＮＯ.２１ 

ＮＯ.２１ 

岸向きへ移動 

沖向きへ移動 

平成29年3月

平成28年9月

侵　　食

堆　　積

静穏時

高波浪時

浜崖の進行 

０ｍ 

-５ｍ 

-１０ｍ 

０ｍ 

-５ｍ 

-１０ｍ 

移動限界水深 

移動限界水深 
海岸工学の教科書に掲載されている内容 



（１０） 総括 
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夏泊漁港 

丸
山
岬 

明
神
岬 

長和瀬漁港 

勝
部
川 

ダイキンアレス青谷 

岸
沖
方
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（Google 平成26年10月30日撮影） 

井手ヶ浜 

青谷海岸 

 平成２７年度・平成２８年度に実施した『トレーサー（カラーサンド）による漂砂移動調査』および『深
浅・汀線測量等』によって，井手ヶ浜付近の砂が，西は長和瀬漁港付近，東は夏泊漁港付近に移
動していることがわかった．これは，井手ヶ浜付近の侵食および両漁港内の堆積を引き起こす漂砂
メカニズムを示すものである． 

 具体的には，近年急激に侵食が進む井手ヶ浜付近の海浜について，冬季風浪によって砂浜が削ら
れてやや沖側（岸沖方向）に移動し，両漁港側（沿岸方向）に向かう沿岸漂砂によって両漁港の航
路や泊地に流れ着いて堆積していることがわかった．今回の調査では，長和瀬漁港および夏泊漁
港への堆積が起こり，井手ヶ浜付近の侵食が助長されているとこがわかった． 

 【補足】漁港の航路や泊地への砂の堆積は，防波堤等による波の遮蔽域形成に伴って起こるもの
であり，防波堤等の建設によって波の遮蔽域外から遮蔽域内へと向かう沿岸漂砂が誘発される．こ
の結果，波の遮蔽域外（井手ヶ浜，勝部川河口東側の青谷海岸）では侵食され，遮蔽域内（長和
瀬漁港，夏泊漁港）では堆積が起こる．  
 



（１１） 参考図：鳥取沿岸の総合的な土砂管理ガイドライン（抜粋） 
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① 

② 

③ 

 防波堤等の建設による波の遮蔽域形成に伴った周辺海岸で
起こる海岸侵食および航路・泊地の浚渫による影響（①，②） 

 土砂の流れの連続性を確保・回復
するため，海岸における土砂投入は，
同系内の波による地形変化の限界
水深（約１０ｍ）よりも浅い所とする
（③） 



（１２） 参考写真：平成２９年３月２３日撮影 
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 平成２９年３月の深浅・汀線測量の結果，井手ヶ浜中央の岸側で等深線が舌状（砂の抜け道）となっており，こ
の箇所から沖側（岸沖方向）へ砂が移動（流出）したと考えられる（前述：P.９）． 

 この写真（平成２９年３月２３日撮影）は，この状況をよく示している． 



（１３） 参考写真：平成２９年３月２３日（左）・同年９月８日（右）の比較 
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 平成２９年３月２３日時点（左）では浜中央部に深みがあり，前年１０月から同年３月までの高波浪時（期）に，こ
こから沖側（岸沖方向）へ砂が移動（流出）したと考えられる． 

 一方，平成２９年９月８日（右）では，同年４月から９月（上旬）までの静穏時（期）に，岸側（岸沖方向）へ砂が移
動（戻る）したと考えられる． 

 これは，P.10に示した岸沖漂砂による海浜変形の状況をよく現している． 

平成２９年３月２３日 撮影 

（１０月から３月の高波浪時（期）の後） 

平成２９年９月８日 撮影 

（４月から９月の静穏時（期）の後） 

勝部川河口掘削砂を養浜 
１，４５０ｍ３（Ｈ２９．６－７月） 



（１４） 井手ヶ浜地区の浜崖下部への陸上養浜（応急的な侵食対策） 
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 井手ヶ浜地区では，前述のとおり漁港の整備等に起因して，砂浜の侵食が著しくなっている． 

 このため，平成２８年６月に勝部川河口の堆積砂（上層）を浚渫し，陸上養浜（浜崖下部）を実施した（１，５００
ｍ３）．また，平成２９年６月から７月に同様に陸上養浜（浜崖下部）を実施した（１，４５０ｍ３）． 

 このたび，応急的な侵食対策として，ダイキンアレス青谷増築工事からの建設発生砂を有効活用した陸上養
浜（浜崖下部）の実施を計画している．具体的には，県が建設発生砂（約７，０００ｍ３）の提供を受けて，陸上
養浜する（平成２９年１０月１６日～１１月上旬予定）． 

 今回の陸上養浜の実施に至る経緯としては，先ず海上養浜を計画し漁業者等の関係者と調整を進めたが，
水産漁業への影響の懸念する声が強く寄せられたため，陸上養浜に計画変更し，鳴り砂等の関係者の理解
を得て進めている． 

平成２９年３月２３日 撮影 

（１０月から３月の高波浪時（期）の後） 

平成２９年９月８日 撮影 

（４月から９月の静穏時（期）の後） 

勝部川河口掘削砂を養浜 
１，４５０ｍ３（Ｈ２９．６－７月） 



（１５） 井手ヶ浜地区の浜崖下部への陸上養浜（応急的な侵食対策） 

16 
Ｇｏｏｇｌｅ Ｍａｐ 2017年9月25日閲覧 

勝部川河口掘削砂を養浜 
１，４５０ｍ３（Ｈ２９．６－７月） 

今回 
↓ 
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以下，平成２７・２８年度実施のトレーサー調査および深浅・汀線測量
等の結果に係る根拠資料 



（補足１）平成２７年度調査 結果 
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夏泊漁港 

丸
山
岬 明

神
岬 

長和瀬漁港 

勝
部
川 

ダイキンアレス青谷 

1粒確認 

1粒確認 

1粒確認 

3粒確認 

トレーサー投入位置 

・・・１粒 

・・・３粒 
・・・２粒 

凡  例（確認粒数） 

・・・４粒以上 

・・・１回目 

・・・２回目 

・・・３回目 

凡  例（採取回数） 【平成２７年度調査結果】 
●１回目採取：平成２８年１月１７日（投入６日後） 
   トレーサー投入位置の岸側で粒数が多く確認され，沖側で少量確認された． 
● ２回目採取：平成２８年２月５日（投入２５日後） 
   トレーサー投入位置より沖合の多くの地点で，粒数が少量ではあるが確認された． 
   丸山岬を越えた青谷海岸東部砂浜で１粒確認された． 
●３回目採取：平成２８年２月１２日（投入３２日後） 
   丸山岬を越えた青谷海岸砂浜の２地点で確認された．また，明神岬を越えた近傍の砂 
   浜でも確認された． 
    
   
  

井手ヶ浜 

青谷海岸 

Google 平成26年10月30日撮影 



（補足２）平成２８年度調査 結果 
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 青トレーサー確認地点    緑トレーサー確認地点    ２色のトレーサー確認地点          
 
 
 ※〇数字は採取回を示す．   

〇0粒 〇0粒 〇0粒・0粒 

【平成２８年度調査結果】 
●１ 回目採取：平成２８年１１月１９日
（投入６日後） 

・トレーサー（青）は投入箇所より西側
海岸付近の３地点で確認された． 
・トレーサー（緑）は確認されなかった．   
● ２回目採取：平成２８年１１月２７日
（投入１４日後） 

・トレーサー（青）は長和瀬漁港の港
口付近の地点で確認された． 

・トレーサー（緑）は投入付近で確認
され，大きな移動は確認でされな
かった．  

●３回目採取：平成２８年１２月２１日
（投入３８日後） 

・トレーサー（青）が青谷海岸海域の
広い範囲で確認された．    

・トレーサー（緑）は，投入箇所に近
い地点で粒数が多く確認された．ま
た，長和瀬漁港東側の地点でも確
認された． 

●４回目採取：平成２９年２月１６日 
（投入９５日後） 

・トレーサー（青）は両漁港の防波堤
遮蔽域内で確認された． 

・トレーサー（緑）は，長和瀬漁港の
防波堤遮蔽域内で確認されたが夏
泊漁港付近では確認されなかった． 

※３回目採取結果より，両漁港付近
９地点（長和瀬漁港内４地点，夏泊
漁港内５地点）の追加調査を追加し
た． 
 
 
 
 
 
 
   
 

凡  例（投入位置） 

・・・明神岬沖 

・・・丸山岬沖 

凡  例（確認内容） 

④10粒・2粒 
④2粒 

④2粒 

④2粒 

③１粒 

③１粒 

①1粒 

③1粒 
③4粒 

③１粒・1粒 

①1粒 ①1粒 

②1粒 

③2粒・2粒 

③1粒 

③1粒 

③5粒 

③2粒 

③1粒 

③7粒 

③１粒・2粒 

③2粒 

③2粒 

②92粒 

②1粒 

丸
山
岬 

明
神
岬 

ダイキンアレス青谷 

夏泊漁港 

長和瀬漁港 

勝
部
川 

井手ヶ浜 

青谷海岸 

（Google 平成26年10月30日撮影） 



（補足３）夏泊漁港周辺における海浜の砂の移動状況 
 長和瀬漁港付近（ＮＯ.４）の静穏時および高波浪

時とも顕著な変化は見られないが，左図の〇は浚
渫工事の影響と考える． 

 夏泊漁港付近（ＮＯ.４１）の静穏時では，漂砂移動

が見られるが，右図の〇は浚渫工事の影響と考え
る．一方，高波浪時では，堆積量が多いことが確
認できる．このことは，砂が漁港内に引き寄せられ
たと考えられる． 
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平成28年3月と平成28年9月比較 平成28年9月

平成28年3月

侵　　食

堆　　積

平成28年9月と平成29年3月比較 平成29年3月

侵　　食

堆　　積

平成28年9月

ＮＯ.４１ 

ＮＯ.４１ 静穏時

高波浪時

沖防波堤 

０ｍ 

-５ｍ 

-１０ｍ 

０ｍ 

-５ｍ 

-１０ｍ 

沖防波堤 

港口付近 

港口付近 

平成28年9月と平成29年3月比較
平成29年3月

侵　　食

堆　　積

平成28年9月ＮＯ.４ 
高波浪時

０ｍ 

-５ｍ 

-１０ｍ 

０ｍ 

-５ｍ 

-１０ｍ 

平成28年3月と平成28年9月比較 平成28年9月

平成28年3月

侵　　食

堆　　積

静穏時ＮＯ.４ 

漁港内 

漁港内 

横断位置図


